
赤ちゃんのための食品を作る
～乳児用食品はどのようにつくられているでしようか～
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乳幼児身体発育曲線 (体重)
に
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厚生労働省「平成22年乳幼児身体発育調査」より
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・速度の多様性

・順序性

・方向性

・相互作用

・臨界期(感受性 )

の5原則

スキャモンの発育曲線
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発育を
4つの型に分け、
20歳 (成熟)のとき
を100%として、各
年齢の発育の様子
を示したもの

0 2 4 6 3 10 12  14 10 18 20
年齢

一般型 :身長、体重、呼吸器、消化器、腎臓、心臓、血管など(頭囲は除く)
神経系型 :脳、脊髄、頭囲など

リンパ系型 :胸腺、リンパ腺、扁桃腺など

生殖器型 :卵巣、子宮、精巣など 2015みんなの歯学～歯学総合研究所A‖ Rthts ReseⅣ ed HPおよび
飯島美和子ら「最新子どもの食と栄養」P66(学建書院)を一部改変

一般型

リンバ系型

神経系型
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出生   2  4
(月齢 )

6 8 10 12

身体機能

歯の発達

這う

つかまりだち ひとり歩き

乳中切歯   乳側切歯

咀噛機能 吸う

つぶす(舌・歯ぐき)

噛む (歯ぐき)

栄養法 母乳、または育児用ミルク

離乳食

乳児の成長発達と食行動の変化

飯島美和子ら「最新子どもの食と栄養」P70(学 建書院 )を一部改変

発育に影響を与える要因

Jela*H

人種 栄養状態

性別
妊娠中の危険要因

(母親の年齢・生活習慣、低栄養など)

遺伝子疾患 病気
(特に慢性疾患)

染色体異常
心理的要因
(精神的影響)

内分泌疾患
社会環境

(気候、社会情勢、衛生状態)

家庭環境
(経済状態、養育態度)

飯島美和子ら「最新子どもの食と栄養」P67(学建書院)より

う
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首がすわる  ひとりすわり

環境要因



母乳の成分の特徴

① 消化吸収されやすい栄養成分

② 母乳成分は変化する (初乳→移行乳→成乳)
また、個人差もある

② 免疫成分が含まれている

③ 内分泌、生理物質が含まれている

④ その他、核酸をはじめとした種々の成分も
含まれている

⑤ 母親を通じて移行する物質もある
薬物、嗜好品 (た ばこ、アルコール、カフェイン)他

多田裕 母乳の成分一その長所と短所 P149～ 153「母子にすすめる栄養指導」(メディカ出版)(1997)を一部改変

粉ミルクに望まれていること

乳児用ミルクの設計
口母乳栄養児の発育発達に近づける。
口乳児の発育、発達を優先した上で、母乳の組成に限りなく近づける。

品質の保持・改善
・製品の品質の保持と確実な供給に万全を期する
・品質改善の基礎は学会で評価されたものを採用する
・栄養素以外の添加物は加えない。

社会的責任
・乳児用ミルクを必要とする赤ちゃんを順調に育てていく責任
口赤ちゃんのご両親の信頼に答える責任
・全国でご使用口ご推奨頂いている先生方、専門家の信頼に答える責任
・学問の進歩に伴い、より良い製品に研究口改良していく責任
・ご愛用者に安定供給する責任

「明治ほほえみ」解説書(2012)～「明治ほほえみ」に託した明治の理念～より
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乳児期のたんぱく質量について

氏１■
ｒ 適正量 一口［］

発達不良

ミネラル利用率の低下

臓器機能の低下

過剰発育

ミネラル出納悪化

臓器への負荷

将来の健康への影響?

⇒適正量の摂取が重要 !

牛乳のたんぱく質

カゼイン
牛乳と母乳の

たんぱく質の比較 (主なもの)

たんぱく質 乳清たんぱく質

β―ラクト

グロブリン

α―ラクト

アルブミン

他

たんぱく質量 牛乳 〉母乳

乳中の

カゼイン比率
牛乳 〉母乳

カゼイン:

乳清たんぱく質比率
牛乳 〉 母乳

β―ラクトグロブリン 牛乳のみ含む

たんぱく質中のα―

ラクトアルブミン比率
牛乳 く 母乳

ｒ
Ｄ
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たんぱく質をより母乳に近づけるために

与
「たんぱく源の質の継承」が重要

・たんぱく質態での供給

菫α―ラクトアルブミンの増強とアミノ酸組成の調整

・β…ラクトグロブリンの選択分解

・その他

(ヌクレオチドの量と組成を調整、タウリン配合
ラクトアドヘリンの増強 他 )

発育哺乳量調査(1回 )
発育哺乳量調査(1回 )

2012年 (ほほえみ)・
2005年 (ほほえみ)・ 発育哺乳量調査(1回 )

2001年  アミノ酸組成をα―ラクトアルブミン増強と
(ほほえみ)ト リプトファン増強により、さらに母乳の組成に近づける

母乳組成調査・発育哺乳量調査(1回 )・ 1997年 (ほほえみ)・
発育堕乳量調査(1回 )・ 1994年 (F&P― f)・ 発育哺乳量調査(1回 )

1991年(F&P)母乳にはないβ―ラクトグロプリンを選択分解 (低減)

発育哺乳量調査(1回 )・ 1988年 (FK―P)・
発育哺乳量調査(1回 )・ 1987年 (FK-3)・ 発育哺乳量調査(2回 )

1981年 (FM―K)たんぱく質組成の改良(乳清たんぱく質/カゼイン比の改善)

量塾組成調査三登童哺乳量調査(3回 )・ 1970年 (FM― U) ・1966年 (FM)・ 1961年 (F)

たんぱく源の質の主な改良と
母乳栄養児の発育に近づける取り組みについて

´
０

1951年
晶::L‡Iルク)た んぱく質の加熱処理化によるソフトカード化



発売後の検証について

(発売後)
検証は?
↓

「発育哺乳量調査」の実施
(40年以上に亘り実施回数12回、延べ20万人以上 )

*2012年 発売「ほほえみ」は現在調査中(上記回数に含まず)。

「栄養法別にみた乳児の発育、哺乳量、便性
ならびに罹患傾向に関する調査成績(第 11報 )
―調粉エネルギーが栄養摂取量に及ぼす影響―

菅野貴浩ら「小児保健研究」 2013,第 72巻 ,第 2号,p253-260より

・調査期間:2006年 10月 ～2007年 9月

・調査対象 :出生体重が2,500g以上の生後6ヵ月までの乳児
(先天異常や感染症などを認めない乳児)

・調査方法 :栄養士の資格をもつ調査員による面談による聞き取り調査

・調査内容 :乳児の栄養法、発育状態、哺乳量、便性など

・エリア:日本全国
→地域ごとの乳児の出生数分布と分布が同じになるように配慮

・検体数 :33,457人
(内訳 )

母乳栄養児:14,018人 、混合栄養児 :15,258人人工栄養児:4,181人

調査方法 )

７

，

(設計)
→実験・文献・専門家の見解 など

(学会等の見解含む)



発育哺乳量調査
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「明治ほほえみ」解説書(2012)より
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粉ミルクの回形化について

⇒特許取得
(l特許4062357号 )

(株 )明治HPより

成型 乾爆加

♭
成型機でキュープ状に成型します。粉ミ

ルクを固める際、余分な添加物を一切加

えません。

キュープ表面に湿気を加え、瞬時に乾爆さ
せることにより、表面が硬く、くずれにくい

反面、溶けやすいキュープが完成します。

只
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乳児用調製粉乳について

●  ″

≪特別用途食品について≫

乳児、幼児、妊産婦、病者等の発育または健

康の保持もしくは回復の用に供することが適当

な旨を医学的、栄養学的表現で記載し、かつ

用途を限定したものをいいます。
許可されたものには許可証票がつけられてい

ます。

乳児用、幼児用、妊産婦用、病者用等の

特別の用途に適する旨の表示をしようとす
る場合は、健康増進法第 26条に基づく国
の許可が必要です。

「東京都食品衛生の窓」
東京都福祉保健局HP より

病者用食品

許可基準型

低たんぼく質食昌
アレルゲン除去食品
無乳薔食品
総合栄養食品

僣

"諄
領型

特
別
用
途
食
品

妊産燿、授乳督用粉乳

えん下困難者用食畠

特定保健用食品

乳児用調製粉乳たる表示の許可基準
1乳児用調製粉乳たる表示の適用範囲
許可を受けるべき乳児用調製粉乳たる表示の範囲については、
母乳代替食品としての用 に適する旨が医学的、栄養学的表現で

記載されたものに適用されるものとする。

2乳児用調製粉乳たる表示の許可基準
乳児用調製粉乳たる表示の許可基準は、表2に示す成分組成の基準に
適合したものであることとする。

3必 要的表示事項
乳児用調製粉乳として許可された場合の必要的表示事項は、次のとおり
とする。
(1)「乳児用調製粉乳」の文字
(2)当該食品が母乳の代替食品として使用できるものである旨
(ただし、乳児にとって母 乳が最良である旨の記載を行うこと。)
(3)医師、管理栄養士等の相談指導を得て使用することが適当である旨
(4)標準的な調乳方法
(5)乳 児 の 個 人 差 を 考 慮 して 使 用 す る 旨   特別用途食品の表示許可等について 別添 1

(消食表第277号 平成23年 6月 23日 )よ り

Ｑ
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乳児用調製粉乳たる表示の許可基準 (表2)成分組成の基準

標準調乳濃度の熱量 60～ 70 kcal/100ml
特別用途食品の表示許可等について別添 1
(消食表第277号 平成23年 6月 23日 )よ り

(注 1)

窒素換算
係数
625として

成分 1 00kcal当 たり 成分 1 00kcal当 たり

たんぱく質 (注 1) 1.8～ 3.Og 葉  酸 10～ 50μ g

1旨 質 44´-6.Og イノシトール 4´V40mg

炭水化物 9.0´V14.Og 亜 鉛 0.5～ 1.5mg

ナイアシン ※1 300～ 1500μ  g 塩 素 50～ 160mg

パントテン酸 400～ 2000μ g カリウム 60^´ 180mg

ビタミンA※ 2 60´ψ180μ g カルシウム 50へ 1́40mg

ビタミンBl 60～ 300μ g 鉄 0.45mg以上

ビタミンB2 80～ 500μ g 銅 35´ψ120μ  g

ビタミンB6 35～ 175μ g ナトリウム 20～ 60mg

ビタミンB12 0.1～ 1.5μ g マグネシウム 5～ 15 mg

ビタミンC 10～ 70mg リ ン 25～ 100mg

ビタミンD 1.0´V25μ g α―リル ン酸 005g以上

ビタミンE 0.5～ 5.Omg リノール酸 0.3～ 1.4g

カルシウム /リン 1～ 2 リノール酸/α―リルン酸 5～ 15

※ 1
ニコチン酸
及び
ニコチンアミド

の合計量

※2
レチノール

量

(参考)
H2891より
ビオチンの

基準を追加
(■ 5～ 10

μg/1 00kcal)

特別用途食品の申請書類、添付資料

○許可申請書

○申請者が法人の場合には、定款又は、寄付行為の写 し

○試験検査成績書

○表示見本

○規格又は要件に適合することを客観的に証明する資料

○自家試験実施結果

○製造所の構造設備の概要及び

品質管理の方法についての説明書

○その他当該食品に関する一般的説明資料

○申請者が製造者と異なる場合は

当該食品の製造委託契約書の写 し        等

「特別 について」平成27年 2月 2日 消費者庁 より
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高い安全性と使いやすさに優れた

設計品質を設定
成分の量と質をより母乳に近づける。

から、つねに高品質な

原材料を調達

・原材料規格の明示

・サプライヤー評価
によるリスク管理

・原材料受入管理

品質管理をシステム化し、
より正確で安定的な供給を実現

・トレーサ曰リティ管理 他

すべての工程は、
「品質」という1つの目的で結ばれています。

と発育調査をもとに、
より母乳に近い粉ミ

を開発

母乳栄養児と

同じ成長を目指す

発育哺乳量便性
調査(20万人以上)

母乳分析
(4000人 以上 )

年にわた

お客様の満足と信頼
向上のために、きめ細
かなサポートを実施

・ほほえみクラブ

・栄養相談

・赤ちゃん相談室

際基準や独自シス
ムにより、ハイレベルな

製造・検査体制を確立

・lS09001認員正σ〕
きめ細かい管理体制

・HACCPに
基づいた衛生管理

・コンピューターでの

集中管理システム

ケーション

目違

亜爾・
コミュ

育児用粉ミルクの種類
育児

用
ミルク
種類 商品名((例 )明治) 主な適用

市販品特殊ミルク

ラクトレス

ミルフィーHP

エレメンタル

フォーミュラー

MCTフォーミュラー

必須脂肪酸強化

MCTフォーミュラー

|ガラタト半ス膨ヽヨ彗||十 11:|:||||:|
|フオ器ヽ ユラ帯ζi:i10,|:僣 ||
liケドジジ場暮ミ単ラ1料苺||||
1:|(ldlilジめ|:|:|:|:1革薔|:il:|lil:|11:|:i:lili:ll出 :|||

乳糖不耐症
ミルクアレルギー・

乳糖不耐症など
ミルクアレルギー・

乳糖不耐症など

脂質吸収障害

脂質吸収障害特殊
ミルク

*乳及び乳製品の成分規格等に関する省令に準ず
飯島婁和子ら「最新子どもの合と栄春 IP99(学 建書院 )を一部改変
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離乳食の進め方の目安
離 手し食 の 進 め 方 の 目 安

離 乳 の 開 始

生後5.6ク月  7.8ヶ月   ?れ尋事5
0182回 食
てヽ1彙導
`0,リズ ム を つ け て

い く。

Oい う い る な
味 や 舌 ざ わ り
を 楽 しめ る よ
う に 食 品 の 種
類 を 増 や し て

●‐り瑯 しな澳 職

い くく。

上 記 の 薇 は あ く ま で も 目 安 で あ り 、子 ど も の 食 欲 や
成 長 ‐発 達 の 状 況

=応 じ て 食 事 の 最 を 調 整 す る 。

成 長 曲 線 の グ ラ フ に 、
成 長 曲 線 の カ ー プ に 沿 つ て い う な

『授乳 離乳の支援ガイド』平成19年 ,

畦 れ の 舞 3

食 べ 万 の 目 安

○子どもの様
子をみなガ.5
18,さ じづ
つ始め る。

()69,し
'ヽミ
ミル

クは飲みたい
だけ与える。

く』ユ:ヨraDEIE2>
13●コ菫】じ■慶

ア
イ ~  ´

・ 機 長 の 目 安 >

日本栄養士会HPより

穀 類 (3)

Ⅱ 瓢Fヨ真
』R4勿(8)

】11 ヽ
″

，
　
ｇ

ｍ鉢̈暴ゅ一

〆

つ ぶ し ガ ゆ
か ら 始 め る 0
す り =澪 した 野 菜 な ど
も 試 し て み
る 。
横 れ て き た
ら 、 つ も し
た 豆 腐 ‐自
身 魚 な ど を
試 し て み る 0
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メ趣邊重回表
′欽 飯
90～ こr‐飯 80

40～ 50

15‐-20
15～ 20
50´-55
重≧gβ 1/2-―
2/3

く墾 __ノ

20～ 30

全 が ゆ
50‐‐30

10～ 15
10～ 15
30～ 40

'口

責 1～
≦と,,1/3
50～ 70

1。 乳児の特徴
まとめ

遺伝と環境の相互作用成長と発達の相互作用により発育。

2.乳児に必要な栄養源(母乳 )について
母乳とは、「赤ちゃんにとって最良の栄養」。

3.粉ミルクの開発
・母乳栄養児の発育発達に近づける。
・乳児の発育、発達を優先した上で、母乳の組成に限りなく
近づけるような取組みを行う。

4。 品質管理
開発・設計・調達・生産・物流・販売・コミュニケーションの
いずれも品質向上に向け日々取り組んでいる。

5.粉ミルクの種類と離乳
離乳については、離乳食の内容や量を、個々に合わせて
進めていくことが重要
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